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議員提出議案第42号 

   北朝鮮の韓国に対する砲撃に抗議し毅然たる対応を求める意見書 

 上記の議案を提出する。 

  平成22年12月15日 

            提出者 

 １番 むらまつ 勝康   ２番 平田 みつよし 

 ３番 く げ しげる   ４番 中 村 けいこ 

 ５番 秋 本 とよえ   ６番 筒 井 孝 尚 

 ７番 小 山 たつや   ８番 向 江 すみえ 

 ９番 上 村 やす子  １３番 出口 よしゆき 

１４番 黒柳 じょうじ  １５番 上 原 ゆみえ 

１６番 安 西 俊 一  １７番 秋 家 聡 明 

１８番 うてな 英 明  １９番 佐藤 ゆうだい 

２０番 うめだ 信 利  ２１番 大 高 た く 

２２番 清 水   忠  ２３番 工 藤 きくじ 

２４番 池田 ひさよし  ２５番 米 山 真 吾 

２６番 梅 沢 五十六  ２７番 小 用   進 

２８番 ふ せ 秀 明  ２９番 丸 山 銀 一 

３０番 斉 藤 初 夫  ３３番 荒 井 彰 一 

３４番 牛 山   正  ３５番 く ぼ 洋 子 

３６番 倉 沢 よう次  ３７番 舟 坂 ちかお 

４０番 新 村 秀 男 

 飾区議会議長   舟 坂 ちかお  殿 

 

   北朝鮮の韓国に対する砲撃に抗議し毅然たる対応を求める意見書 

 11月23日、北朝鮮軍が黄海の南北軍事境界線を越え、大延坪島に向けて砲弾を発射した。

結果、韓国軍兵士２人が死亡し16人が重軽傷を負ったほか、民間人である島の住民も２人

が死亡、３人が負傷し民間の家屋多数が炎上、破壊された。 

 民間人居住地域に砲弾を放つことは、非戦闘員に対する無差別攻撃であり、休戦協定違
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反のみならず、戦争犯罪にも当たる行為で、強い憤りを覚える。韓国大統領府は「韓国に

対する明白な武力挑発だ」とし、「民間人にまで無差別砲撃を行ったことは決して容認でき

ない」とする声明を発表した。日本政府も、北朝鮮に対し、人道的な立場を含め、断乎た

る行為の意思を示さなければならない。 

 黄海では、今年３月下旬、韓国海軍哨戒艦が北朝鮮によるとみられる攻撃で沈没した。

その際は日米韓３か国が連携して対処したが、今回も、日本は韓国や米国と歩調を一にし

て、連帯して北東アジアの安全を維持していくことが求められる。また、６か国協議の議

長国であり、北朝鮮に多大な影響力を持つ中国に対しても、強く働きかけていく必要があ

る。 

 よって、本区議会は政府に対し、引き続き、北朝鮮の核と武力をめぐる一連の動きにつ

いて、最大限の警戒を継続し、毅然たる対応をしていくことを強く求めるものである。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 


